















































































































が多くならぶ店内で、 氏は水墨画教室も主宰しており、彼の描いた宮本武蔵や武田惣角の肖像画が壁 掲げられていた。日本の文化を紹介するイベントなどがあると、合気道や居 いの演武を行って るという。
 
こうした出会いをとおして、日本の武術が広まっていることをあらた













による政権があった。政権交代時には当然ながら、それ以外においてもたびたび各地で戦は起こり 武士は弓矢や刀、槍などを手にして戦闘していた。そして、 術に長けた者 力ある者が勝ち、時には運の良い者が生き残っていく。その時どきに効率の良い武器が造られ の扱い方が考案され、武術が創られていた あろう。その技術はいつ何時戦が起きても活躍できる うに備えてい 即戦力であろう。つまり 戦が頻繁に起きていた時代 は、身体 る程度成長してくれば鍛錬でき、数年で戦場に立てるような のであり、何十年も修行しなければ究められないような、奥義を師から弟子 相伝する武術は少 かったと思われる。少ないと言うのも、江戸 代よりも古い年代に創始され、現在まで連綿と受け継がれている武術はほとんど見られず、創られてもほとんど消えているのが実状だからである。
 
したがって多様な技を編みだし、伝授される身体技法が整い、武術流
































学校体育にて武術が利用できるかどうか、その有用性が図られ ようになった。体育での採用に慎重であった永井道明は、精神 重視した心鍛練実現のため 「武術 ら武道」へ 転換を説いている。そ 、大正四（一九一五）年に東京高等師範学校 おいて体操・柔道・剣道の三コースからなる「 科」 設置される。大正五（一九一九）年には、大日本武徳会の武術教員養成所が武道専門 と改称して るように、大正時代を中心に「武道」という用語と概念が普及していく。
 
そして、昭和六（一九三一）年、中学校令施行規則改正により武道が



































































ずに、自然体で触れあえる身心 、感性を磨 ていること な 。この意味で、古武術の稽古はコミュニケーションの原点を感じ ような状態になる。そもそも自分に対して殺意を向けられたら困るわけだから、なるべくそう 危害を与 られないように、日頃から周囲の人たちと接するようにしなければならない。
 
自分が自分という心を捨てなければならないので、いわゆる「無の境




















































































































ていくというのは、技の修得段階では無理で、むしろしっかり習ったことがらを理解して、一つ一つ正確に動かしていくことが重要である。理解し指示をするのは、言葉に寄るところが大きいから、どう ても身運動は細分化される。上述の解説にしても動きを各段階に追うようにしているが、実際にはコマ送りになっていては流れが途切れてしま の 、相手に対応させる機会を与えること もなり、腕力での対抗も起きてまう。したがって内容が できれば、一つの流れ 形 決まるようにしなければならない。さらには るだけ 瞬で動くこと 求められる。そして、意識せずとも順応してこ 技が現れてくれば完成 ある。その
ために必要なことがらは、稽古において師の技を感じること、口伝にて教えられたことを体現することである。その意味で、上述の解説もすべてを表しているわけではない。古武術が、伝承されずに消えていくことが多いのは、こうした口伝等秘伝性があるからかもしれない。
 
いずれにせよ、いわゆる腕力ではなく、技法を理解すれば形から力が
生まれてくることを感じられる よ
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